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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
県
社
協
」）
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
推
進
期
間
と

す
る
「
あ
き
た
の
幸
せ
・
発
展
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
策
定
か
ら
３
年
が
経
過
し
社
会

情
勢
等
も
変
化
し
て
き
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果
と
課
題
の

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
期
間
で
あ

る
残
り
２
年
間
の
取
り
組
み
を
見
直
し

ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化

　

長
引
く
経
済
不
況
と
深
刻
な
雇
用
情

勢
悪
化
の
な
か
、
県
民
の
生
活
や
雇
用

問
題
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
は
先
の
国
勢
調
査
結
果

に
お
い
て
全
国
一
の
高
齢
県
に
転
じ
、

高
齢
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
、
要
支
援
・
要
介

護
の
方
々
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
で
は
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
核
家
族
化
の
進

行
と
と
も
に
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
生

活
福
祉
課
題
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
お

り
、
包
括
的
な
総
合
相
談
機
能
の
充
実
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
国
の
動

向
を
み
る
と
、
介
護
報
酬
の
改
正
を
含

め
た
介
護
保
険
法
改
正
、
障
害
者
総
合

支
援
法
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
の
法
制
化
等
に
お
け
る
社
会
福

祉
各
分
野
の
制
度
改
革
や
、「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
社
協
」）
や
社
会
福
祉
施
設
（
以
下
「
施

設
」）
及
び
地
域
福
祉
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
地
域
主
権
改
革
、

規
制
緩
和
等
（
補
助
金
の
一
括
交
付
金

化
の
推
進
、
施
設
の
最
低
基
準
等
の
権

限
移
譲
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
保

育
所
の
運
営
主
体
の
規
制
緩
和
な
ど
）

の
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

の
根
幹
に
係
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
そ

の
方
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
社
会
福
祉
関
係
者

は
、
さ
ら
に
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
互

い
に
情
報
の
共
有
を
図
り
、
こ
う
し
た

状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
３
年
間
の
取
り
組
み
成
果
と
課
題

【
推
進
項
目
１
】

　

地
域
福
祉
推
進
の
専
門
職
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」）
を
３
年
間
で
62
名

養
成
し
、
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研

修
実
施
と
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
組
織
化
を
支
援
し

ま
し
た
。

　

複
雑
、
多
様
化
す
る
生
活
福
祉
課
題

を
把
握
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談

対
応
や
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
安

心
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て

相
談
機
関
等
と
の
実
務
的
な
連
携
の
あ

り
方
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
支
え
合
い
を
有
償
サ
ー
ビ

ス
で
実
践
す
る
た
め
「
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
提
唱
し
、
実
践
の

あ
り
方
を
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
し
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
２
】

　

市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
や
担
当
者
の
資

質
向
上
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｖ
Ｃ
」）
の
基
盤
強

化
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を

支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

修
了
者
76
名
が
現
地
災
害
Ｖ
Ｃ
に
従
事

す
る
な
ど
、
実
践
力
が
磨
か
れ
ま
し
た
。

今
後
は
早
期
に
全
市
町
村
社
協
に
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

一
名
は
い
る
と
い
う
状
況
を
作
り
あ
げ

る
と
と
も
に
、
発
災
時
の
迅
速
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る

た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
な
が
ら

担
当
者
、
組
織
全
体
へ
の
意
識
付
け
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
企
業
を
対
象
に
行
っ
た

退
職
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

意
識
調
査
結
果
を
基
に
、
退
職
後
の
社

会
参
加
促
進
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
た
「
退

職
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
市
町
村
社
協
に

提
唱
し
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
３
】

　

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業

で
は
、
支
援
担
当
職
員
の
訪
問
等
に
よ

り
社
協
の
現
状
や
課
題
等
の
把
握
に
努

め
、
県
社
協
と
し
て
一
体
的
な
支
援
を

行
い
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
や
介
護
保

険
事
業
へ
の
参
入
に
よ
り
、
社
協
の
規

模
が
拡
大
す
る
な
か
、
一
体
的
に
地
域

地
域
福
祉
活
動
計
画
「
あ
き
た
の
幸
せ
・
発
展
プ
ラ
ン
」
改
訂

～
３
カ
年
の
効
果
・
検
証
と
今
後
２
カ
年
の
取
り
組
み
～

《
基
本
方
針
１
》

「
県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
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福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
運
営
・
経
営

面
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
問
題
把
握
や

課
題
へ
の
対
応
・
支
援
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

町
内
会
・
自
治
会
に
お
け
る
住
民
相

互
の
支
え
合
い
環
境
の
再
構
築
等
を
目

的
に
、
社
協
及
び
実
践
地
区
を
指
定
し
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
含
む
拠
点
づ
く
り

や
見
守
り
活
動
、
買
い
物
支
援
、
町
内

会
福
祉
部
設
置
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
後
は
実
践
を
踏
ま
え
、
県
内
各

市
町
村
で
の
取
り
組
み
、
実
践
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
で
は
、
福
祉

カ
ー
ド
と
連
動
し
た
個
別
ニ
ー
ズ
把

握
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
に
福

祉
（
要
援
護
者
）
マ
ッ
プ
作
成
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
り
、

現
状
に
即
し
た
迅
速
な
更
新
や
個
人
情

報
保
護
、
災
害
時
の
活
用
も
含
め
社
協

と
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
緊
密
な
連

携
が
必
要
で
す
。

【
推
進
項
目
１
】

　

21
年
度
に
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

運
営
委
員
会
機
能
を
兼
ね
て
秋
田
県
地

域
福
祉
推
進
委
員
会
を
再
編
し
、
福
祉

課
題
を
整
理
の
う
え
県
と
の
政
策
懇
談

や
国
・
県
・
市
町
村
等
へ
の
政
策
提
言
・

要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、
全
県
的
な
地

域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
２
】

　

社
協
と
施
設
の
連
携
協
働
事
業
で

は
、
小
坂
町
社
協
と
花
輪
ふ
く
し
会
と

の
協
働
に
よ
る
福
祉
エ
リ
ア
構
想
と
し

て
、
23
年
度
に
「
小
坂
わ
い
わ
い
エ
リ

ア
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
藤

里
町
社
協
で
は
、
引
き
こ
も
り
対
策
事

業
と
し
て
「
こ
み
っ
と
」「
く
ま
げ
ら

館
」
を
開
設
し
、
地
元
食
材
を
使
用
し

た
蕎
麦
や
舞
茸
キ
ッ
シ
ュ
の
製
造
・
販

売
を
通
し
て
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
今
後
の
地

域
福
祉
推
進
の
流
れ
と
し
て
注
目
し
て

い
ま
す
。

　

23
年
度
に
障
害
者
地
域
移
行
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
、
課
題
や
地
域
等
の

受
け
入
れ
状
況
を
把
握
し
た
ほ
か
、
地

域
生
活
移
行
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
３
】

　

21
年
度
に
「
社
会
福
祉
あ
き
た
」
の

表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
て
親
し
み
や

す
い
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
、
22
年
２

月
か
ら
は
会
員
向
け
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
月
２
回
配
信
し
、
東
日
本
大
震
災

関
連
も
含
め
て
迅
速
な
情
報
提
供
に
努

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
23
年
11
月
に
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
構
成

で
、
組
織
体
制
や
業
務
変
更
等
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
会
員
が
必
要
と
し
て
い

る
情
報
を
把
握
し
、
各
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
迅
速
か
つ
的
確
な
提
供
に
努
め

ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】

　

新
た
に
大
曲
仙
北
と
鹿
角
地
区
に
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
、
県
内
６

地
区
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
専
門
員
一
人
あ
た
り
の

担
当
件
数
が
基
準
の
35
件
を
超
え
、
新

規
利
用
の
待
機
者
が
い
る
一
方
で
、
利

用
者
が
い
な
い
市
町
村
が
あ
る
た
め
、

潜
在
的
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
も
課
題

で
す
。

　

ま
た
、
本
県
で
は
成
年
後
見
制
度
の

利
用
が
進
ま
な
い
状
況
が
あ
る
た
め
、

今
後
は
市
町
村
社
協
に
よ
る
市
民
後
見

人
育
成
や
成
年
後
見
監
督
人
を
担
う
な

ど
の
係
わ
り
を
見
据
え
、
推
進
方
策
を

検
討
し
ま
す
。

【
推
進
項
目
２
】

　

22
年
度
ま
で
県
内
３
地
区
で
第
三
者

委
員
、
苦
情
解
決
責
任
者
等
の
研
修
を

実
施
し
、
事
業
所
の
苦
情
解
決
機
能
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
困
難
・
問
題
ケ
ー
ス

を
中
心
に
助
言
・
指
導
を
行
い
運
営
監

視
の
役
割
を
果
た
し
、
基
幹
的
社
協
の

業
務
改
善
等
の
助
言
・
指
導
を
行
い
事

務
処
理
等
の
運
営
改
善
を
図
り
ま
し

た
。

【
推
進
項
目
３
】

　

21
年
10
月
か
ら
総
合
支
援
資
金
が
新

設
さ
れ
、
貸
付
要
件
の
緩
和
に
伴
い
申

請
件
数
は
21
年
度
で
６
３
６
件
、
決
定

件
数
も
６
０
７
件
と
激
増
し
、
第
二
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
貸
付

後
に
生
活
保
護
受
給
や
債
務
整
理
等
に

よ
り
償
還
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
町
村
社

協
と
連
携
し
て
債
権
管
理
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
は
、
23
年
11
月

か
ら
通
報
装
置
を
更
新
し
、
新
シ
ス
テ

ム
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
移
行
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
長
期
的
な
運
営
計

画
を
策
定
し
、
未
加
入
の
市
町
村
社
協

に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
基
本
方
針
２
》

「
新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り
」

《
基
本
方
針
３
》

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

保
護
・
相
談
支
援
体
制
の
強
化
」
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【
推
進
項
目
１
】

　

経
営
指
導
事
業
の
相
談
件
数
が
年
々

減
少
し
、
21
年
度
２
８
３
件
か
ら
23
年

度
１
８
６
件
と
年
３
０
０
件
の
目
標
を

下
回
る
結
果
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
20
年
度
で
訪
問
相
談
事
業
が
終
了
し

た
こ
と
や
研
修
等
で
就
業
規
則
や
労
務

管
理
面
の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る

一
般
相
談
の
減
少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
監
査
制
度
の
実
施
法
人
は
少
な

く
、
県
事
業
の
方
向
が
定
ま
っ
て
い
な
い

た
め
、
会
員
自
ら
に
よ
る
経
営
改
善
を

目
指
す
た
め
に
、
全
国
経
営
協
が
策
定

し
た
経
営
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
社
会
福
祉
法
人
会

計
基
準
が
改
定
さ
れ
、
27
年
度
ま
で
の

円
滑
な
移
行
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
保
健
研
修
体
系
に
基
づ
き
研
修

の
企
画
・
実
施
に
努
め
、
３
年
間
で

述
べ
６
，
１
５
７
人
が
受
講
し
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
階
層
別
・
課
題
別
研
修
の
実

施
が
必
要
で
す
が
、
委
託
費
減
額
や
講

師
の
開
拓
・
確
保
が
課
題
で
す
。
ま

た
、
認
知
症
介
護
に
携
わ
る
職
員
の
資

質
向
上
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
で
実
践

者
５
７
０
人
、
実
践
リ
ー
ダ
ー
１
０
８

人
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
管
理
者
２
６
４
人
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
開
設
者
31
人
、
小
規
模

多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス
等
計
画
作
成
担
当

者
52
人
を
養
成
し
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
２
】

　

新
規
求
人
数
や
事
業
所
登
録
数
等
の

目
標
指
数
を
設
定
し
た
福
祉
保
健
人
材

セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
計
画

期
間
が
24
年
度
ま
で
の
た
め
、
課
題
を

踏
ま
え
て
25
年
度
以
降
の
目
標
設
定
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

求
人
等
開
拓
事
業
で
は
、
就
労

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
３
年
間
で
５
，

０
７
４
か
所
の
事
業
所
を
訪
問
し
、６
，

４
３
３
人
の
新
規
求
人
を
開
拓
、
併
せ

て
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
登
録
事
業
所
の

増
加
を
図
り
、
３
０
８
件
の
新
規
登
録

と
な
り
ま
し
た
。

　

緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
、
就
労

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
ヘ
ル
パ
ー
養
成
校
等
を
訪
問
し
て
求

職
者
を
開
拓
し
た
結
果
、
３
年
間
で

７
５
８
件
訪
問
し
、
２
年
間
で
１
９
９

人
の
採
用
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
ま
た
介

護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支
援
事

業
で
は
、
20
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
計

77
人
が
介
護
分
野
へ
就
労
し
、
雇
用

拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
22

年
度
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
受

託
し
、
社
会
保
険
労
務
士
や
中
小
企
業

診
断
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
事
業

所
の
労
働
環
境
改
善
に
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
求
人
等
開
拓
事
業
・
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
事
業
が
23
年
度
で
終
了
す
る
た

め
、
今
後
の
取
り
組
み
が
課
題
で
す
。

【
推
進
項
目
３
】

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
及
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
の
外
部
評
価
機
関
と
し
て
事
業
所

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
し
た
が
、

22
年
度
で
評
価
機
関
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
18
年
度
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

の
公
表
調
査
機
関
と
し
て
事
業
所
の
透

明
性
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

23
年
度
で
調
査
機
関
を
終
了
し
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
に
つ

い
て
は
、独
自
で
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
第
三
者
評
価
に
対

す
る
意
識
の
格
差
や
施
設
の
運
営
上
の

課
題
部
分
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
24

年
度
か
ら
の
社
会
的
養
護
施
設
へ
の
第

三
者
評
価
義
務
化
に
伴
い
、
評
価
受
審

料
を
減
額
し
て
受
審
促
進
に
努
め
ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】

　

21
年
度
に
特
別
会
員
制
度
を
施
行

し
、
23
年
度
末
で
98
事
業
所
が
加
入
し

ま
し
た
。
ま
た
賛
助
会
員
の
拡
大
を
図

り
、
36
か
所
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会

員
の
対
象
は
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
会

員
制
度
の
認
知
度
が
低
い
た
め
周
知
や

入
会
促
進
を
検
討
し
ま
す
。

　

23
年
度
か
ら
５
年
間
の
社
会
福
祉
会

館
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
節
電
に
努

め
、夏
場
の
電
力
量
は
前
年
比
28
・
２
％

減
と
経
費
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
駐

車
場
が
狭
い
た
め
、
引
き
続
き
近
隣
の

空
き
地
利
用
や
有
料
駐
車
場
へ
の
割
引

利
用
な
ど
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
ま

た
障
害
者
及
び
高
齢
者
の
運
動
機
能
回

復
と
健
康
維
持
の
た
め
、
３
Ｂ
体
操
や

料
理
教
室
、
茶
道
体
験
、
生
け
花
な
ど

の
会
館
を
活
用
し
た
事
業
を
展
開
し
、

会
館
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
26
名
を
養

成
・
登
録
し
ま
し
た
。

【
推
進
項
目
２
】

　

事
業
管
理
シ
ー
ト
を
基
に
各
事
業

（
業
務
）
の
目
標
を
設
定
し
、
実
施
状

況
や
達
成
度
等
を
定
期
的
に
把
握
し
て

い
ま
す
。
事
業
（
業
務
）
の
管
理
に
は

有
効
で
す
が
、
職
員
の
資
質
向
上
、
意

識
改
革
、
事
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
く

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

《
基
本
方
針
４
》

「
社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」

《
基
本
方
針
５
》

「
安
定
し
た
経
営
基
盤
・

推
進
体
制
の
強
化
」
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推進項目１　 「ともに支え、ともに暮らせる小地域福祉コミュニティづくり」
	 ◆コミュニティソーシャルワーカースキルアップ研修会（新規）
	 ◆先駆的・開拓的な生活支援サービスの育成・促進（継続・拡大）
推進項目２　 「県民のボランティア・市民活動の活性化に向けた環境づくり」
	 ◆市町村社会福祉協議会ボランティアセンター機能強化（継続）
	 ◆災害支援体制の構築（継続）
	 ◆災害ボランティアセンター設置運営マニュアル作成ガイドラインの策定（新規）
推進項目３　 「地域福祉の推進基盤づくり」
	 ◆市町村社会福祉協議会の個別支援の強化（継続）
	 ◆市町村社会福祉協議会職員基礎研修の実施（新規）
	 ◆町内会・自治会（区）福祉推進モデル事業の実施（継続・普及）
	 ◆民生児童委員協議会活動の支援と連携・協働（継続）

推進項目１　 「福祉による県民の安全・安心を支える調査研究・提言機能の強化」
	 ◆地域福祉推進委員会機能の強化（強化）
	 ◆調査研究・提言活動（強化）
推進項目２　 「連携協働による包括的・総合的なネットワークづくり」
	 ◆社会福祉協議会と社会福祉施設による連携・協働事業の実施（継続）
	 ◆施設種別協議会・団体との連携・協働活動の推進（強化）
	 ◆社会福祉施設における災害支援ネットワークのあり方に関する調査研究（新規）
推進項目３　 「県民啓発・情報提供の総合推進」
	 ◆広報「社会福祉あきた」の充実（強化）
	 ◆ホームページによる情報提供機能の強化（強化）
	 ◆啓発研修の実施（継続）

推進項目１　 「自立生活を支援する権利擁護サービスの充実」
	 ◆日常生活自立支援事業の実施（強化）
	 ◆成年後見制度の円滑な活用促進に関する調査研究（新規）
推進項目２　 「福祉サービスに関わる苦情解決・相談支援体制の強化」
	 ◆福祉サービスに関わる苦情解決等相談機能の充実（強化）
	 ◆日常生活自立支援事業の運営監視機能の強化（強化）
推進項目３　 「低所得者や社会的援護を必要とする人への支援強化」
	 ◆生活福祉資金貸付事業の推進及び債権管理の強化推進（強化）
	 ◆「ふれあい安心電話」事業の充実（強化）

推進項目１　 「経営基盤の強化と従事者の資質及び専門性の向上」
	 ◆経営指導事業・経営改善の推進（継続）
	 ◆階層別・段階別体系研修の実施（継続）
	 ◆認知症介護研修の実施（継続）
推進項目２　 「福祉保健の人材確保の推進」
	 ◆福祉保健人材センターアクションプランの見直し（見直し）
	 ◆社会福祉事業所訪問強化による人材確保の推進（強化）
	 ◆緊急雇用対策事業の推進（継続）
推進項目３　 「福祉サービスの質の向上に向けた評価事業の推進」
	 ◆福祉サービス第三者評価事業の実施（継続）

推進項目１　 「法人経営の基盤強化と財源の確保」
	 ◆会員拡大による会費の増強と会員サービスの充実（拡大）
	 ◆多様な自主財源確保の拡充（強化）
	 ◆社会福祉会館指定管理の適切な運営の確保（継続）
	 ◆社会福祉会館サポーターの養成と確保（新規）
推進項目２　 「職員の資質向上と意識改革」
	 ◆目標管理システムの充実（継続）
	 ◆業務目標評価及び能力評価の導入（新規）

◆今後２年間は、次の重点事業に取り組みます。（平成24～25年度）◆

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４

基
本
方
針
５
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引
き
こ
も
り
へ
の
就
労
支
援
等

新
た
な
事
業
展
開
始
ま
る

　

住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
推
進
事
業
（
以
下
「
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
」）
に
、
県
内
25
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」）
と
協
働

で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
藤
里

町
社
協
に
よ
る
町
内
の
引
き
こ
も
り
の

実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
活
動
拠
点
「
こ

み
っ
と
」
の
運
営
と
、
居
場
所
づ
く
り

を
兼
ね
た
就
労
支
援
の
実
践
が
県
内
外

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

小
坂
町
社
協
で
は
、
障
害
福
祉
施
設
と

協
働
し
て
住
民
と
障
害
者
等
の
交
流
・

活
動
拠
点
を
開
設
し
、
社
協
が
運
営
す

る
多
世
代
交
流
拠
点
「
だ
ん
ら
ん
」
で

の
総
合
相
談
や
、
住
民
主
体
の
活
動
と

多
世
代
交
流
の
場
づ
く
り
の
実
践
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
実
践
力
向
上
が
課
題

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下

「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」）
の
養
成
に
も
引
き
続
き
取

り
組
み
、
23
年
度
18
名
を
含
め
１
５
４

名
を
養
成
し
ま
し
た
が
、
実
践
力
に
差

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
は
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
生
活
に
密
着
し
た
支
援

　

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
町
内

会
・
自
治
会
（
区
）
福
祉
推
進
モ
デ
ル

事
業
は
、
新
規
３
か
所
、
継
続
１
か
所

を
指
定
し
、
福
祉
学
習
会
を
通
じ
て
小

地
域
で
の
福
祉
実
践
の
基
盤
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
住
民
の
些
細
な
困
り
ご
と

や
制
度
外
の
ニ
ー
ズ
の
解
決
に
向
け
、

住
民
参
加
に
よ
る
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
生

活
支
援
を
進
め
る
生
活
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
秋
田
市
と
藤
里
町

社
協
を
指
定
し
、
事
業
実
施
に
向
け
た

基
盤
づ
く
り
を
支
援
し
ま
し
た
。

支
え
手
の
高
齢
化
が
課
題

　

悩
み
ご
と
の
発
見
や
孤
立
、
孤
独
の

解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
、
県
内
８
３
８

か
所
と
徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
が
、
サ
ロ
ン
の
運
営
財
源
や
活
動
の

マ
ン
ネ
リ
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
で
は
、
形
成
数
の
減
少
傾
向
に
加

え
、
近
隣
の
支
え
手
の
高
齢
化
や
ネ
ッ

ト
の
形
骸
化
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の

実
態
把
握
に
取
り
組
み
、
今
後
の
推
進

強
化
を
検
討
し
ま
す
。

実
践
的
内
容
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
実
践
研
修
会
実
施

　

県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
で

は
、
市
町
村
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｖ
Ｃ
」）
事
業
に
協

力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
学
童
・
生
徒

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
、
あ

き
た
車
い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
の

実
施
な
ど
、
青
少
年
の
福
祉
教
育
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
で
の
災
害
に
備
え
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
践

的
な
演
習
を
取
り
入
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
実
践
研
修
会
を
北
秋
田

市
、
湯
沢
市
、
五
城
目
町
社
協
の
協
力

で
実
施
し
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
１
，
０
３
４
名
の
社
協
マ
ン
が
活
動

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
被
災
地
支
援
で

は
、
３
月
17
日
に
秋
田
県
災
害
支
援
Ｖ

Ｃ
を
設
置
、
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
の
ほ
か
、
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
（
５
月
21
日
～
11
月
13

日
）
を
運
行
し
、
バ
ス
66
台
・
延
１
，

６
１
０
名
の
県
民
を
被
災
地
支
援
に
送

迎
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
被
災
地
の
復
興

状
況
な
ど
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
会
及
び
市
町
村
社
協
か
ら

岩
手
県
災
害
Ｖ
Ｃ
、
大
船
渡
市
災
害
Ｖ

Ｃ
へ
の
職
員
派
遣
は
75
回
（
岩
手
県
社

協
26
回
、
大
船
渡
市
社
協
49
回
）
に
及

び
、
活
動
日
数
２
１
２
日
、
延
べ
活
動

職
員
数
１
，
０
３
４
名
が
被
災
地
の
災

害
Ｖ
Ｃ
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
施
設
や
福
祉
団

体
等
に
よ
る
職
員
派
遣
や
県
内
避
難
者

へ
の
支
援
な
ど
助
け
合
い
の
「
絆
」
の

広
が
り
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
で
大
災
害
発
生
時
に
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
な
ど

の
中
心
的
役
割
を
担
う
市
町
村
社
協
の

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
支
援
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
と
災
害
時
を
想
定

し
た
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

福
祉
課
題
へ
の
対
応

　

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
震
災

の
影
響
に
よ
り
県
と
の
意
見
交
換
会
は

開
催
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
県
的

《
基
本
方
針
１
》

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

平
成
23
年
度

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
及
び
決
算

《
基
本
方
針
２
》

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り
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な
福
祉
課
題
を
取
り
ま
と
め
た
政
策
要

望
を
県
・
市
町
村
に
提
出
し
、
一
定
の

回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
検

討
課
題
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
介
護
保
険

法
改
正
や
障
害
者
総
合
支
援
法
の
動

向
、
社
会
福
祉
施
設
等
最
低
基
準
の
地

方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
、
取
り

巻
く
諸
情
勢
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

取
り
組
み
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
委
員
会
で
あ
る
安
心
づ

く
り
検
討
委
員
会
や
障
害
者
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
報
告

書
と
し
て
ま
と
め
、
今
後
の
取
り
組
み

や
提
言
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新

　

県
民
啓
発
・
情
報
提
供
機
能
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
閲
覧

者
に
わ
か
り
や
す
い
ペ
ー
ジ
構
成
と
本

会
組
織
体
制
の
変
更
等
に
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
し
た
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、
５
か
月

間
で
２
１
，
５
４
４
件
で
し
た
が
、
引

き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
周
知
と
内
容

の
充
実
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

情
報
提
供
の
充
実
に
向
け
て

　

広
報
「
社
会
福
祉
あ
き
た
」
は
年
４

回
の
定
期
発
行
の
ほ
か
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
高
齢
・
障
害
・
児
童
分
野
の
福

祉
制
度
改
正
等
の
動
向
を
「
号
外
」
と

し
て
発
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
月
２
回
（
第
２
・
４
月
曜
）

配
信
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
活
用
や
知
り
た
い
情
報
な
ど
の
把
握

に
努
め
ま
し
た
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

次
年
度
は
登
録
会
員
４
１
０
か
所
（
前

年
度
対
比
約
7.6
％
増
）
に
対
し
、
助
成

金
や
研
修
会
の
案
内
な
ど
迅
速
か
つ
的

確
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

低
所
得
階
層
等
へ
の
支
援

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
貸
付
件

数
は
、
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
を
含

め
６
７
１
件
（
前
年
度
よ
り
１
６
６

件
減
）
で
、
中
で
も
教
育
支
援
資
金

（
１
２
４
件
減
）
と
失
業
者
等
向
け
の

総
合
支
援
資
金
（
39
件
減
）
の
減
少

が
大
き
く
、
貸
付
決
定
額
も
３
億
５
，

５
９
０
万
円
と
前
年
度
よ
り
１
億
５
，

０
９
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
資
金
に
関
し
て
は
、
日
本
学

生
支
援
機
構
の
貸
付
枠
拡
大
や
要
件
緩

和
等
、
総
合
支
援
資
金
に
関
し
て
は
厚

生
労
働
省
の
求
職
者
支
援
制
度
の
活
用

や
生
活
保
護
受
給
に
至
る
ケ
ー
ス
増
加

な
ど
が
要
因
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
の
被
災
世

帯
を
対
象
に
し
た
貸
付
は
、
特
例
緊
急

小
口
資
金
が
60
件
で
１
，０
３
０
万
円
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
生
活
復
興
支
援
資

金
は
２
件
で
２
１
０
万
円
の
実
績
で
し

た
。

　

一
方
、
当
年
度
償
還
計
画
額
に
対
す

る
償
還
実
績
額
の
償
還
率
は
、
約
26
％

と
前
年
度
よ
り
約
0.6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。
県
内
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
を
背
景
に
、
計
画
ど
お
り
の
償
還

が
困
難
な
世
帯
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
民
生
委
員
及

び
市
町
村
社
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

き
め
細
か
な
相
談
支
援
と
債
権
管
理
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

判
断
能
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
方
へ
の
支
援

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
）
で
は
、
２
，

４
４
２
件
の
相
談
受
付
（
前
年
度
よ
り

４
２
８
件
減
）
が
あ
り
、
う
ち
認
知
症

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
が
１
，
６
２
０

件
（
前
年
度
よ
り
３
６
３
件
減
）、
知

的
障
害
者
に
関
す
る
相
談
は
３
３
０
件

（
前
年
度
よ
り
１
０
０
件
増
）
で
し
た
。

新
規
契
約
件
数
は
50
件
（
前
年
度
よ
り

11
件
減
）、
実
利
用
件
数
は
２
３
３
件

（
前
年
度
よ
り
２
件
減
）
の
実
績
で
、

契
約
件
数
が
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
専
門
員

が
適
切
に
管
理
・
対
応
で
き
る
件
数
に

限
度
が
あ
る
た
め
、
解
約
待
ち
や
相
談

後
す
ぐ
に
利
用
申
請
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
で
す
。
申
請
の
待
機
状
況
を

解
消
し
、
増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者
等

へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、
基
幹
的

社
協
の
増
設
や
専
門
員
の
増
員
が
不
可

欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
県
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
支
え
る

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
「
ふ
れ
あ
い
安

心
電
話
」
事
業
は
、
端
末
の
稼
働
台
数

が
２
，
７
２
０
台
（
前
年
度
よ
り
10
台

増
）
で
、
緊
急
通
報
は
99
件
（
前
年
度

よ
り
28
件
減
）、
相
談
通
報
は
１
８
６

件
（
前
年
度
よ
り
40
件
減
）
の
実
績
で

し
た
。
本
事
業
は
緊
急
時
の
み
な
ら
ず

気
軽
に
相
談
や
会
話
が
で
き
る
機
能
を

兼
ね
て
い
る
た
め
、
テ
ス
ト
通
報
な
ど

を
通
じ
て
契
約
者
が
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
利
用
拡
大
に
向
け
た
協
力

員
の
確
保
や
現
協
力
員
の
高
齢
化
が
全

県
的
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
対
応
策

を
市
町
村
社
協
と
と
も
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
の
取
り
組
み

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
家
族
等

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は
、
30
件

（
前
年
度
対
比
19
％
減
）
で
し
た
。
苦

情
に
つ
い
て
は
、
助
言
や
他
機
関
へ
の

紹
介
に
よ
る
解
決
の
ほ
か
、
必
要
に
応

《
基
本
方
針
３
》

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
保
護
・

相
談
支
援
体
制
の
強
化
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じ
て
事
情
調
査
を
実
施
し
て
解
決
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
相
談
や
問
い

合
わ
せ
は
44
件
（
前
年
度
対
比
42
％
減
）

あ
り
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
ず
に
悩
ん
で
い
る
方
々
へ
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
機
能
も
発
揮
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
も
う
一
つ
の
機
能
で
あ
る
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
運
営
監
視
業

務
に
お
い
て
は
、
困
難
ケ
ー
ス
及
び
問

題
ケ
ー
ス
を
中
心
に
助
言
・
指
導
を
行

い
、
基
幹
的
社
協
３
か
所
の
現
地
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切
な
金
銭
管
理

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
等
に
努

め
ま
し
た
。
引
き
続
き
利
用
者
や
家
族

等
が
苦
情
を
届
け
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
運
営
監
視
に
つ

い
て
も
、
事
業
の
適
切
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
と
し
て
の
機

能
の
発
揮
に
努
め
ま
す
。

施
設
経
営
相
談
へ
の
対
応

　

福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
で
は
、
施

設
経
営
の
一
般
相
談
・
専
門
相
談
を
実

施
し
、
１
８
６
件
（
前
年
度
よ
り
16
件

減
）の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
つ
の
法
人
と
の
自
主
監
査
制
度
の
契

約
に
基
づ
い
て
健
全
な
経
営
支
援
に
取

り
組
ん
だ
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
経
営

者
協
議
会
と
共
催
で
労
務
管
理
に
関
す

る
研
修
や
新
会
計
基
準
移
行
に
向
け
た

研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
央

情
勢
等
の
き
め
細
か
な
情
報
提
供
に
努

め
な
が
ら
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

各
種
研
修
及
び
講
習
会
の
実
施

　

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年

数
に
基
づ
く
階
層
別
研
修
を
基
本
と
し

た
22
コ
ー
ス
（
26
回
）
の
研
修
を
実
施

し
、
福
祉
保
健
従
事
者
の
資
質
向
上
及

び
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術

の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。
受
講
定
員
２
，

１
１
０
名
に
対
す
る
受
講
者
数
は
１
，

９
９
１
名
（
延
べ
３
，
１
５
６
名
）
で

し
た
。
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

対
人
援
助
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
術
の
ほ
か
、
組
織
と
し
て
の
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
能

力
の
習
得
に
重
点
を
お
き
、
演
習
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
介
護
福
祉
士
及
び
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
々

を
対
象
に
準
備
講
習
会
と
模
擬
試
験
を

実
施
し
、
資
格
取
得
に
向
け
て
支
援
し

ま
し
た
が
、
講
習
会
等
の
周
知
方
法
や

参
加
し
や
す
い
日
程
の
設
定
等
が
検
討

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
事
業
の
成
果

　

福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
で
は
、
平

成
24
年
３
月
末
現
在
、
福
祉
保
健
人
材

セ
ン
タ
ー
の
有
効
求
人
倍
率
は
２
・
59

倍
（
前
年
度
１
・
88
倍
）
で
、
求
人
は

上
昇
傾
向
と
い
え
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
介
護
職
員
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
看

護
職
員
な
ど
の
介
護
事
業
関
連
に
偏
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
無
料
職
業
紹
介

を
通
じ
て
福
祉
保
健
事
業
に
従
事
す
る

た
め
の
資
格
取
得
を
含
む
相
談
・
登

録
・
紹
介
な
ど
の
就
労
支
援
を
幅
広
く

展
開
し
、
新
規
求
人
数
は
２
，
７
８
５

人
（
前
年
度
比
86
人
増
）、
新
規
求
職

者
数
は
８
５
６
人
（
前
年
度
比
64
人
増
）

と
増
加
し
て
い
る
他
、
新
規
採
用
者
は

１
６
７
人
（
前
年
度
比
26
人
増
）
が
雇

用
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
緊
急
雇

用
情
勢
悪
化
に
伴
う
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労

支
援
事
業
（
以
下
「
キ
ャ
リ
ア
転
換
事

業
」）
や
職
場
体
験
事
業
等
を
実
施
し
、

特
に
キ
ャ
リ
ア
転
換
事
業
で
は
、
施
設

訓
練
者
数
44
名
の
う
ち
36
名
が
同
一
事

業
所
に
継
続
雇
用
さ
れ
る
な
ど
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
人
材
求
人
等
開
拓
事
業
で
は
、

３
名
の
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

１
，
７
３
４
か
所
の
施
設
・
事
業
所
を

巡
回
訪
問
し
、前
述
の
成
果
に
加
え
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
情
報
や
求
人

事
業
所
情
報
を
入
手
で
き
る
福
祉
人
材

情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
72
か
所
の
新
規
登

録
と
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
介

護
職
を
中
心
に
職
員
の
流
動
化
が
激
し

い
た
め
、
人
材
確
保
と
同
時
に
定
着
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
評
価
の
取
り
組
み

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
情
報
の
公
表
調
査
機
関
と
し
て
、

２
２
４
か
所
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
か
ら
各
都
道
府
県
に

よ
っ
て
調
査
手
法
が
変
わ
り
、
本
県
で

は
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
に
調
査
機

能
が
集
約
さ
れ
る
た
め
、
23
年
度
で
本

会
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
事
業
は

終
了
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
に

つ
い
て
は
、
他
評
価
機
関
が
補
助
金
を

活
用
し
た
低
額
の
評
価
を
実
施
し
た
こ

と
や
、
任
意
の
評
価
と
高
額
な
受
審
料

金
な
ど
を
背
景
に
、
受
審
件
数
は
１
件

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
社
会
的
養

護
施
設
へ
の
受
審
が
義
務
化
さ
れ
る
な

ど
、
第
三
者
評
価
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

確
保
す
る
た
め
有
効
で
あ
る
こ
と
が
法

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
背
景

に
、
評
価
へ
の
期
待
も
高
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
受
審
料
金
の
減
額

な
ど
受
審
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

《
基
本
方
針
４
》

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
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法
人
の
適
切
な
運
営
と
財
源
確
保
の
推
進

　

法
人
運
営
で
は
、
理
事
会
２
回
、
評

議
員
会
２
回
、
正
副
会
長
会
議
を
５
回

開
催
し
、
法
人
の
適
切
な
運
営
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け

て
会
員
拡
大
に
努
め
、
44
か
所
の
事
業

所
が
新
規
会
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
理
解
・
啓
発
を
図

る
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、
特
別

会
員
加
入
率
は
対
象
事
業
所
の
約
17
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
年

度
は
施
設
訪
問
の
強
化
な
ど
、
積
極
的

な
加
入
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
自
主
財
源
確
保
で
は
、
火
災

共
済
や
自
動
車
共
済
を
は
じ
め
、
が
ん

保
険
や
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進
、
常
備

薬
の
斡
旋
な
ど
に
よ
り
１
千
万
円
を
超

え
ま
し
た
が
、
事
業
収
入
は
前
年
度
対

比
で
70
万
円
弱
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。事

業
管
理
シ
ー
ト
の
活
用
と
計
画
の
見
直
し

　

職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
事
業
管
理

シ
ー
ト
は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
あ

き
た
の
幸
せ
・
発
展
プ
ラ
ン
」
の
進
行

管
理
に
生
か
し
つ
つ
、
併
せ
て
活
動
計

画
の
３
年
目
の
見
直
し
、
補
充
版
の
作

成
資
料
と
し
て
も
活
用
し
ま
し
た
。

会
館
利
用
の
促
進
と
機
能
充
実
を
目
指
し
て

　

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
団
体
等
の

訪
問
に
力
を
傾
注
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
貸
し
会
議
室
の
空
室
状
況

を
掲
載
す
る
な
ど
利
用
申
込
の
利
便
性

を
高
め
ま
し
た
。
震
災
の
影
響
で
会
場

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
減
収
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
利
用

件
数
が
１
，６
１
６
件
で
前
年
度
（
１
，

４
８
９
件
）
を
上
回
り
、
利
用
料
収
入

も
１
，
２
５
０
万
円
（
目
標
達
成
率

１
０
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
る
電
力
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
全
館
の
節
電
対
策
を
進
め

た
結
果
、
前
年
比
電
力
量
は
18
・
３
％

減
と
な
り
、
電
気
料
金
の
値
下
げ
と
相

ま
っ
て
約
9.3
％
の
経
費
節
減
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
節
電
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
館
機
能
の
充
実
を
図
る

た
め
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
確
保
事
業
を
実
施
し
、
初
年

度
に
25
名
の
会
館
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
確
保
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
館
機

能
を
活
か
し
た
自
主
事
業
や
会
館
の
適

切
な
運
営
を
支
え
る
た
め
、
会
館
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
整

備
に
努
め
ま
す
。

（資産の部） （負債の部）
１．流動資産 59,992,028 １．流動負債 10,256,354

現　　金 61,280 未　払　金 9,835,685

預　　金 58,007,249 預　り　金 420,669

未 収 金 1,846,509 ２．固定負債 178,401,853

前 払 金 76,990 全社協退職給与引当金 142,158,360

福利協会退職給与引当金 36,243,493

２．固定資産 244,661,452 負債の部合計 188,658,207

基本財産 3,000,000

基本財産 
特定預金 3,000,000 （純資産の部）

その他の固定資産 241,661,452 １．基本金 3,000,000

車両運搬費 54,035 基本金 3,000,000

器具及び備品 1,187,488 ２．基金 30,000,000

収益事業会計元 
入金 4,126,166 災害ボランティア基金 30,000,000

全社協退職共済 
預け金 116,550,270 ３．その他の積立金 34,500,000

福利協会退職金 
給付資金預け金 36,243,493 事業振興準備積立金 34,500,000

事業振興準備 
積立特定預金 53,500,000 事業振興積立金 0

事業振興積立 
特定資産 0 ４．次期繰越活動収支差額 48,495,273

災害ボランティア 
基金積立預金 30,000,000 前期繰越活動収支差額 43,063,168

当期活動収支差額 5,432,105

純資産の部合計 115,995,273

資産の部合計 304,653,480 負債及び純資産の部合計 304,653,480

収入 支出

科目 金額 科目 金額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

会費収入 44,966,780 人件費支出 183,762,922
寄附金収入 5,817,993 事務費支出 10,774,545
補助金収入 54,794,000 事業費支出 65,515,820
助成金収入 6,867,800 分担金支出 1,995,800
受託金収入 135,356,522 助成金支出 60,385,435
事業収入 20,971,564 負担金支出 2,220,615
共同募金配分金収入 7,364,000 減価償却費 663,604
負担金収入 23,360,500 退職給与引当金繰入 12,786,730
雑　収　入 15,321,885
引当金戻入 23,035,700
事業活動収入計（1） 337,856,744 事業活動支出計（2） 338,105,471

事業活動収支差額（3）＝（1）－（2） △ 248,727
事
業
活
動
外
収
支
の
部

受取利息配当金収入 83,616 経理区分間繰入金支出 13,417,013
会計単位間繰入金収入 4,095,794
経理区分間繰入金収入 14,918,438
事業活動外収入計（4） 19,097,848 事業活動外支出計（5） 13,417,013

事業活動外収支差額（6）＝（4）－（5） 5,680,835
経常収支差額（7）＝（3）＋（6） 5,432,108

特
別
収
支
の
部

施設整備等寄附金収入 0 固定資産売却損及び処分損 0
特別収入計（8） 0 特別支出計（9） 0

特別収支差額（10）＝（8）－（9） 0
当期活動収支差額（11）＝（7）＋（10） 5,432,108

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

前期繰越活動収支差額（12） 43,063,168
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）＋（12） 48,495,273
基本金取崩額（14） 0
基本金組入額（15） 0
その他の積立金取崩額（16） 0
その他の積立金積立額（17） 0
次期繰越活動収支差額（18）＝（13）＋（14）－（15）＋（16）－（17） 48,495,273

一般会計　貸借対照表
平成24年３月31日現在

（単位：円）

一般会計　事業活動収支計算書
（自）平成23年４月１日　　（至）平成24年３月31日

（単位：円）

《
基
本
方
針
５
》

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

推
進
体
制
の
強
化
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企業名 コメント 電話番号

㈱秋田銀行
「地域共栄」の経営理念のもと、
地域発展に尽くしてまいりま
す。

018-863-1212

㈱北都銀行 健全経営を進め、地域とともに
豊かな未来を創造します。 018-833-4211

秋田県火災共済
協 同 組 合

組合員の財産の保全およびその
経済地位の向上に努めてまいり
ます。

018-864-3320

秋田県生命
保 険 協 会

生命保険に関することはお気軽
にご相談ください。 018-865-0016

アールワイ保険サービス㈱
東 北 支 店

【アフラックの（医療・がん）
保険】の指定募集代理店 0120-539-345

アフラック
秋 田 支 社

がん・医療に関する最新情報と
ベストプランで安心をお届しま
す。

018-863-9723

ナ カ イ ㈱
秋 田 支 店

「アフラック募集代理店」保険
販売を通し、生きるを応援しま
す。

018-866-1761

リコージャパン
秋 田 支 社

顧客起点のソリューションでお
客様の経営課題を解決します！ 018-823-0111

秋 田 電 気
通 信 ㈱

ふれあい安心電話のスタートで
福祉・ネットワーク社会に貢献。 0183-72-3355

㈱ ア キ タ
ネ ッ ト

Webサービス全般提供、シス
テム制作、レセナビ販売サポー
ト

018-896-5115

秋田電通協会
電話機の消毒は秋田電通協会
へ！月１回訪問して清掃消毒致
します。

018-846-5311

㈱フロム・エー
どんな環境でもどんな時でもお
客様に強く必要とされる会社で
ありたい。

018-864-3784

太陽印刷㈱
お客様が印刷物を通して「伝え
たいこと」を大切にしておりま
す。

018-823-8384

㈱塚田美術印刷 いままでも、これからも、あな
たの心を伝えるために。 018-823-5551

秋田オフセット印刷
株 式 会 社

無料でお見積りいたします。ご
連絡お待ちしております。 018-862-3328

企業名 コメント 電話番号
新日本法規
出 版 ㈱

出版事業・情報産業を通じ、社
会公共への寄与・サポートしま
す。

022-377-3620

中 央 法 規
出 版 ㈱

福祉・介護の総合出版社として、
暮らしの安心を支えていきま
す。

022-222-1693

秋田ビュー
ホ テ ル

「彩り豊かなビューの夏メ
ニュー、飲み放題で5500円！」 018-832-1111

秋田キャッスル
ホ テ ル

ホテルならではの美味しさと、
まごころを皆様にお届けいたし
ます。

018-834-1141

㈱近畿日本ツーリスト
秋 田 支 店

大会運営や職場旅行のご提案な
ど皆様のご要望にお応えします！ 018-896-4890

名鉄観光サービス㈱
秋 田 支 店

夏旅キャンペーン実施中～最高
5000円金券プレゼント！ 018-824-3301

㈱日立ビルシステム
秋田営業所

エレベーター、エスカレーター、
各種ビル設備の日立ビル総合管
理

018-864-6886

太平ビルサービス㈱
秋 田 支 店

お困りのこと、何なりとご相談
ください。見積り無料です！ 018-874-7622

互大設備工業
株 式 会 社

住みよい環境づくりに貢献しま
す。 018-833-9270

大 日 商 事
株 式 会 社

健康管理・疾病予防対策として
家庭用常備薬をお役立て下さい 0224-56-5688

㈱かんきょう
当社は福祉用具のレンタル・販
売を通じて自立を応援しており
ます。

018-880-5589

㈱ 山 二
介護福祉車のレンタカーありま
す。
詳しくはwww.yamani-grp.com

018-833-6611

秋田県ヤクルト
連 合 会

私たちは秋田の元気と健康づく
り応援企業となることを目指し
ます。

018-864-8960

トヨタカローラ
秋 田 ㈱

「お客様が求めるカーライフの
実現！」を目指し頑張っていま
す！

018-880-1500

マルシン㈱
「信頼と魅力の地域一番企業」
をめざして精力的な活動をし続
けます。

018-863-3455

ヤマト運輸㈱
秋田主管支店

荷物に込められたお客様の思い
を運びます 018-839-4045

㈲池田看板 広告物に関する事でしたらどう
ぞお気軽にご相談ください。 018-839-0131

A L S O K
秋 田 ㈱

ALSOK秋田は皆様が安心して
過ごせるよう、見守り続けます。 018-888-2300

㈲秋田ランチ
サ ー ビ ス

オフィス用ランチ・幼稚園給食・
仕出し弁当の配達 018-839-6123

（敬称略・順不同）

　秋田県社会福祉協議会賛助会員の皆様を御紹介します。お寄せいただいた会費は、
地域福祉トータルケア推進事業をはじめ、地域福祉を推進するための様々な活動に役
立てさせていただきます。
　賛助会費は一口5,000円です。秋田県の福祉向上のためぜひ御協力をお願いいた
します。

あたたかい御支援ありがとうございます‼

広告掲載料金が変更となりました！
　要綱改正により、印刷物への広告掲載料
が下記のとおり変更となりました。

①会　員：１回15,000円、年間 50,000円
②非会員：１回30,000円、年間100,000円
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【
平
成
24
年
４
月
～
６
月
末
】

　

今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
々
よ
り
、
あ

た
た
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
善
意

は
、
そ
の
お
志
に
沿
い
、
秋
田
県
内
の

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
並

び
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
援

助
活
動
を
通
じ
て
、
有
意
義
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
県
の
社
会

福
祉
の
ま
す
ま
す
の
充
実
の
た
め
、
今

後
と
も
特
段
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
４
月
～
６
月
末
ま

で
に
善
意
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
次
の

方
々
で
す
。

◎
物
品
預
託
◎

・
千
楽
会　

様

竹
内
俊
平
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

招
待
券
10
枚

☟

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利
用
者
へ

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
日
本
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学

　

介
護
福
祉
学
科
第
15
期
生
一
同　

様

９
０
，
１
５
２
円

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
９
，
１
７
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様

７
，
７
４
８
円

・
秋
田
市
佛
教
会　

様３
８
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

３
１
，
３
５
０
円

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。●

問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
―
５

℡
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
１
１

皆
様
の
善
意


